
GeneArt® Precision TALsを用いた 
新たなゲノム編集・遺伝子発現技術の紹介 

最近、発見されたTAL(Transcriptional Activator-Like)エフェクタータンパク質のDNA結合ドメインは繰り
返し構造を形成しており、各繰り返し配列が、A,G,C,Tのどの塩基と結合するかが明らかにされているた
め、それらの繰り返し配列を組み合わせることにより希望の塩基配列に結合するTALタンパク質を人工
的に構築することが可能です。以前より利用されていたジンクフィンガータンパク質に比べて、設計がより
シンプル、特異性の高さ、細胞毒性が低いなどの利点も備えています。DNA切断酵素と融合したTALタン
パク質を細胞内で発現させると、指定したゲノム領域でDSB(Double strand break)が起こり、修復する過
程で高頻度に塩基の欠損・変異・相同組み換えが生じるため、遺伝子のノックイン・ノックアウトの用途に
て注目されています。またDNA切断だけでなく、転写活性化ドメインやお好きな機能ドメインをTALに融合
させることで転写制御やゲノムの特定の領域でアセチル化やメチル化を起こさせる等の様々な研究に応
用することが可能です。本セミナーでは、GeneArt® Precision TALsの概要、利用例と弊社の受託サービ
スについてご紹介いたします。 
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